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有害生物管理・ＩＰＭ・ノラバト対策 

 

● 大型連休、皆様はご家族やお友達と旅行など楽しい時間を過されましたでしょうか？連休前、新型インフル

エンザがフェイズ 5に急速に引き上げられ（4月 29日）、世界的流行が懸念され大問題になりました。我が国で

の流行がみられないよう強く願っております。 

● ところで、前回お約束しましたように「ハチはなぜ大量死したのか」（ローワン・ジェイコブソン著：文藝春

秋発行）をご紹介します。この本は、2005年 11 月アメリカのフロリダ州で養蜂家が巣箱を観察したところ約 90%

のミツバチが消えていたという非常にミステリアスな現象（「CCD」という)を取り上げた書籍です。CCDは 2007

年春には北半球の西洋ミツバチの 4分の１が消えるまでに広がり、果実農産物（りんご、プラム、梨、アーモン

ド等々）の生産に大打撃をもたらしているなど、様々な事例を挙げて CCDの深刻さを強く訴えています。著者は、

研究者、養蜂家、文献等から CCD の現在考えられる様々な原因（寄生虫説、ウィルス説、電磁波説、農薬説、複

合汚染説、地球温暖化説など）を整理し、科学的に解説しています。この中でネオニコチノイドがミツバチの方

向感覚・記憶を撹乱する働きがあるとの記述は驚きでした。 

● CCD 対策がいくつか書かれています。その中で、ロシアミツバチの生態がミツバチヘギイタダニの寄生やウ

ィルスにも強い「復元力」をもった性質がみられるため、CCD 問題を解決する鍵になるのではないかと著者は期

待しています。付録に南米のアフリカ化したミツバチについての記事が載っています。このミツバチは凶暴な性

格があり、人畜を殺すことがあるので、我が国に入らないようにしたいものです。 

● この本は生物生態学の中級以上の教本に相当する読み応えのある良書です。花弁植物の歴史、彼らの昆虫と

の係わり合い（受粉行為を誘発する知恵）、さまざまな受粉昆虫の役割などや、隠されたミツバチの生態やミツ

バチからの恩恵についても知ることができます。最近、日本の養蜂でも CCD が発生し、果実栽培（イチゴなど）

に大打撃を与えているとのニュースが流れています。この本を読んで CCD をご一緒に考えませんか？ 

 

 

 

 

従来のシロアリの防除法は、翅アリが出た後など被害が進行してから、殺虫剤を散布

することが基本でした。薬剤散布によるアレルギー問題やペットなど他の生物への影響

などを心配されるかもしれません。当社では、従来の防除法でも VOC 対応薬剤を使用

していますが、アレルギーやシックハウスにお悩みの方に、よりオススメなシロアリの

新防除システムをご紹介します。『セントリコンシステム』は、庭に埋めた器材でシロア

リの活動の状況を把握して、未然にシロアリの侵入を察知し、活動が認められた場合のみにベイト剤（毒餌）

を使用してコロニー全体を駆除、そして、シロアリの再侵入を監視するための定期的な調査を一連の防除シス

テムとして行います。ベイト剤を使用しているので、人や他の生物に影響しません。また、システムの効果は

永続的です。他にも、シロアリ検知のためのユニークな電子技術を駆使してスマートにシロアリの活動を監視

する『ハローETDシステム』もございます。 

シロアリの損害は知らないうちに広がります。手遅れになる前に、気になる方は是非ご連絡ください。 
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